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令和 4 年度 科目「コンピュータシステム技術｣シラバス   
                           沖縄県立那覇工業高等学校 電気科  

 
教 科 
 

 
工 業 
 

 
学科名 
 

電 気 科 

情報技術ｺｰｽ 

 
科目名 
 

 
コンピュータ
システム技術 

 
３学年 
 

 
２単位 
 

 
  必・選 
 

 
教科書 
 

 
コンピュータシステム技術 
（実教出版） 

 
教材 
 

 
ノート、プリント 
 

 

１ 科目の目標  

 情報処理システムの分析・設計・構築・運用などのコンピュータシステムに関する知識と技術
を習得させ，マルチメディア技術・ネットワーク技術・データベース技術における分析・設計・
構築・運用・保守などに実際に活用する能力と態度を育てること。 

 

２ 授業の進め方  

 １）マルチメディア技術の利用については、生徒にとって興味・関心が有ると考えられる内容を 

   取り上げ、より具体的に説明する。 
 ２）ネットワーク技術は、生徒にとって理解しがたい内容と考えられるので、図を適切に利用 
   して説明する。 
 ３）データベース技術は、システム開発の各段階をブロックの流れとして示すとともに、 
   各作業段階もブロックの流れとして示し、全体像が把握しやすいようにする。 

 

３  評価の観点・方法について   

評価の観点  内      容  評  価  方  法   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

関心・意欲・
態度  
 
 

●情報システムの分析･設計･構築･運用などにおい
てコンピュータシステムに関する知識と技術に興
味をもち，マルチメディアシステム，ネットワーク
システム，データベースシステムについて学習しよ
うとする意欲をもち，実際にそれらを活用しようと
する能力と態度を身につけている。  

授業への取り組み状
況や態度 
コンピュ－タの操作  
 

思考・判断・
表現  
 
 
 

●マルチメディアで扱う文字･音声･静止画像･動画
像などの表現メディアの特性を理解しており，適切
なメディアを選択して利用し，情報を発信すること
ができる。  
●どの様な情報がデータベースを利用して管理す
るのに適しているか判断することができる。  

小テスト  
定期考査 
 
 

技能  
 
 
 

●マルチメディアで扱う文字･音声･静止画像･動画像な
どの表現メディアの特性を理解しており，適切なメディ
アを選択･利用してマルチメディア文書やWebページを
作成し情報を発信する技術･技能を有する。 
●ネットワークを構成するための機器を適切に選択し，
機器の設置，ケーブルの敷設，コンピュータやルータな
どの設定を行い，ネットワークを構成できる技術･技能を
有する。 

プレゼンテ－ションの
課題  

知識・理解  
 
 

●コンピュータシステムを理解するうえで必要な，基本
的なハードウェアとソフトウェアの知識を身につけてい
る。 
●コンピュータシステムを構築するうえで必要な，シス
テムの働きについて理解する能力と知識を備えている。 

小テスト 
定期テスト  
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４ 授業計画 
                                     ※  ２単位（７０時間）の授業計画です。 
学
期  

月  
 

時
数  

 単 元 名 
 

  学 習 内 容 
 

備  考 
 

主な行事 
・評価等  

 
１
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 
 
 
 
 
 

 
６ 
 
 
 
 
 

第１章 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑの
概要  
1節  
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ
と情報ｼｽﾃﾑ 
2節  
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ
に必要な技術  
3節  
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑ
の構築  
 

●ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑの構築・運
用とﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ・ﾈｯﾄﾜｰｸ・ﾃﾞ
ｰﾀﾍﾞｰｽ技術の概要，これら
を利用したｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑの
例について学ぶ。 
 
 
 
 

●日常生活で使われている
「システム」という用語の意
味を生徒と再確認し，それを
題材にして学習指導を展開
することが望ましい。  
 
●身の回りにあるシステム
をあげさせ，コンピュータが
どのように利用されている
か考えさせることも理解を
深めるのに役立つ。  

 
課題提出 
 
 
小テスト 
 
 
定期考査 
 
 
 
課題提出  
 
 
 
 
 
 
定期考査 
 
 
 
 
 

５  
 
 
 
 
 

 
6 
 
 
 
 
 

第２章  
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術  
 
1節  
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ技術
の概要  
 

●ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱである文字・音
声・静止画像・動画像など
の各ﾒﾃﾞｨｱの特性やそれに
応じたﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術・伝送方
法・活用法などについて学
ぶ。 
 

●従来のアナログテレビは，
複数の情報を扱うが，情報を
デジタル化していない，双方
向の情報伝達ではないとい
う理由で，マルチメディアと
して扱われないことに触れ
ておく。「課題研究」との関
連に留意する。  
 

６  
 
 
 
 
 

 
5 
 
 
 
 
 

2節  
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱの  
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ化技術  
3節  
ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱの  
活用  
 

●ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ情報の入出力
装置、ﾏﾙﾁﾒﾃﾞｨｱ情報のﾃﾞ
ｼﾞﾀﾙ化に関する基本的な
知識について学ぶ。  
 

●A-D変換器およびD-A変
換器については，科目「ハー
ドウェア技術」，「通信技術
」，「電子計測制御」などで
扱っていることに留意する。 
 
●実習環境があれば，HTML
を用いて簡単なWebページ
を作成し，画像や動画像など
のマルチメディアを利用す
ることにより理解を深める
ことが望ましい。  
 

７  
 
 
 
 
 

 
4 
 
 
 
 
 

第３章  
ﾈｯﾄﾜｰｸ技術  
1節  
ﾃﾞｰﾀ通信の  
概要  
2節  
通信技術  

●ｺﾝﾋﾟｭｰﾀﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑの概
要とﾈｯﾄﾜｰｸ上で情報をや
り取りするための、様々な
仕組みについて学ぶ。 
 
●伝送方式・変調方式・
伝送速度・伝送制御手順
など，ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ通信にか
かわる基本的な事項に
ついて学ぶ。  
 
 
 
 
 
 

●「実習」や「課題研究」と
の関連に留意する。  
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２  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９ 
 
 
 
1 0  
 
 

 
9 
 
 
 
6 
 

3節 
ﾈｯﾄﾜｰｸｱｰｷﾃｸﾁｬ 
4節  
ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑ 
5節  
ｲﾝﾀｰﾈｯﾄとの
接続  
 

●ﾈｯﾄﾜｰｸを接続するため
の基本的な取り決めにつ
いて学び、OSI基本参照モ
デルとTCP/IPについて理
解させる。 
 
●LAN・WANを構築に
使用する接続装置・伝送
媒体・ｻｰﾋﾞｽについて学
ぶ。  
 

●実習室のLANの環境がど
のような構成になっている
のかなど，身近なLANを利
用して理解を深める。  
 
●自宅で，どのような方法で
インターネットに接続して
いるか，どのようなインター
ネットのサービスを利用し
ているかなどを発表させ，イ
ンターネットの接続および
利用について理解を深める。 
 

 
課題提出 
小テスト 
 
定期考査 
 
 
 
 
課題提出  
 
 
 
定期考査 
 
 
 
 

1 1  
 
 
 
 

6 
 
 
 
 

6節  
ﾈｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑの
施工・運用・
保守  
第4章  
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ技術  
1節  
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの  
概念と構成  
2節  
関係ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
の設計  
 

●LANの構築・運用・保守
の具体的な事例を通じてﾈ
ｯﾄﾜｰｸｼｽﾃﾑの基本的な知識
を学ぶ。 
 
●ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽｼｽﾃﾑおよびそ
の設計・操作方法について
学ぶ。 
 

●できるだけ実際のコンピ
ュータネットワークシステ
ムについて，コンピュータ，
ブロードバンドルータ，無線
LAN装置などを利用して作
業を行わせることが望まし
い。  
 
●できれば，UTPケーブルへ
のRJ-45モジュラージャッ
クの接続および接続テスト
なども行わせる。  
 
●身近な例で，データベース
を設計させてみると理解が
深まる。  
 

1 2  
 
 
 
 
 

6 
 
 
 
 
 

3節  
関係ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ
とSQL 
4節  
ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽの  
利用  
 

●ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ言語である 
SQLについて学ぶ。 
 
●親言語方式によるﾃﾞｰ
ﾀﾍﾞｰｽの利用について学
ぶ。  
 

●できるだけ，実際にデータ
ベースを構築し，操作させる
ことが望ましい。  
 
●できれば，実際にプログラ
ムを動作させ，理解を深める
ことが望ましい。  
 

 
３  
 
 
 

１ 
 
 
 
２  

5 
 
 
 
２  
 

第5章 
ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑの 
開発と評価 
1節  
ｼｽﾃﾑ開発の  
基礎  
2節  
ｼｽﾃﾑ開発  
3節  
ｼｽﾃﾑ開発の  
運用と評価  

●ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｼｽﾃﾑがどのよ
うな手順で開発され、ど
のように保守管理され
るかについて学ぶ。  

●裏見返しの「システム開発
の手順」を参考にして学習指
導をすすめるよう留意する。 
 

課題提出 
 
定期テス
ト 
 

 


